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Ｎａイオン・Ｋイオン当量データベース 

 

■ 概要 ■ 
 

注射薬及び経管経腸栄養剤におけるナトリウムイオンやカリウムイオンなどの、電解質に関するデータ

ベースです。 

   

■ 特徴 ■ 
 

有効成分の電解質の種類と、１００ｍＬ又は１ｇ当りの電解質濃度の情報をデータ化しています。 

処方量から電解質の摂取量を算出することが可能です。 

電解質のコントロールが必要な患者様の処方設計のための情報としてご利用いただくことが可能です。 

 

例） 

ナトリウムイオンを含有する『ラクテック注』と『ホスミシンＳ静注用０．５ｇ』が処方された場合に、処方量から

ナトリウムイオンの摂取量を算出します。 

患者様のナトリウムイオンの適正摂取量を予め登録しておくことにより、算出されたナトリウムイオンの摂取量との

比較を行います。 

算出されたナトリウムイオンの摂取量は、処方を設計する際の参考情報として表示されます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    処方例 

『ラクテック注』１０００ｍＬ（製剤量）    １日１回 

『ホスミシンＳ静注用０．５ｇ』２ｇ（力価）  １日１回 

 

 

 

ナトリウムイオン摂取量＝１０×１３ ＋ ２×１４．５ ＝ １５９ｍＥｑ 

電解質の種類 ｍＥｑ／１００ｍＬ 

Na+ 13 

K+ 0.4 

Ca++ 0.3 

Cl- 10.9 

Lactate- 2.8 

電解質の種類 ｍＥｑ／ｇ 

Na+ 14.5 

『ラクテック注』のデータ（概略） 
『ラクテック注』の添付文書 

『ホスミシンＳ静注用０．５ｇ』の添付文書 

『ホスミシンＳ静注用０．５ｇ』のデータ（概略） 
本剤は14.5mEq/ｇ（力価）のナトリウムを含有す

るので、心不全、腎不全、高血圧症等ナトリウム

摂取制限を要する患者に投与する場合は注意す

ること。 

処方薬のナトリウムイオンの摂取量を算出 


